
地域共生社会の実現に向けて

滋賀県守山市



守山市の概要

人口情報

人口 84,980人（2021年12月末時点：対前年比＋1,469人）

世帯数 33,813世帯 ／65歳以上の割合 22.13％

面積 55㎢ （うち陸地面積 45㎢）
※市内の高低差 約20ｍのフラットな地形

地形

アクセス

ＪＲで京都まで27分、大阪まで57分の好アクセス
※大都市のベッドタウンとして成長

市制施行

2020年７月１日 市制施行 50周年
※守山は、比叡“山”の東の鬼門を“守”るまちが由来

まちづくりの基本理念

「住みやすさ日本一のまち守山」を目指しています。
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まちの3つの特長

良質な子育て
・教育環境

充実した医療機関
と環境

落ち着いた地域・
自然環境
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市内には71の自治会があり、加入率
が高く、住民自身による活発なまちづ
くりが行われています。
また、様々な団体が環境、福祉、に
ぎわいづくりなどまちづくりに参画して
います。

地域の力

親子で昔遊び体験（中山道）

市民団体による植栽の手入れ

ホタルの幼虫を放流する保育園児

もりやま冬ホタルのイルミネーション（駅前緑地）

地域住民による大川の水草除去活動 川遊び体験
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もりやまいち

健康のび体操



１．これまでの取組

２．地域共生社会の実現に向けて
～重層的支援体制整備事業の実施を通じて～

ご説明内容

３



～各学区の取組～

地域支援ネットワーク委員会

助け愛よしみ

中洲おたがいさん大作戦

支援ネットワーク委員会

玉津支え愛プロジェクト

守山学区

吉身学区

小津学区

玉津学区
河西学区

速野学区 中洲学区

学区社協総務部会

ほっとな河西プロジェクト

速野

中洲

吉身

守山

河西

玉津

小津

第３層（自治会）をモデル的
に設置し、カフェ等を開催

全戸を対象とした福祉アンケー
トを基に、住民の困り事とできる
ことを把握

・身近な居場所紹介マップ
（「支え愛マップ」を作成、配布
・学区版福祉サービス一覧作
成を検討中

誰もが気軽に集える居場所「み
んなのリビング」を開催中

・地域資源を「見える化」するた
め、
「地域密着型便利帳」を作成、
配布
・ゴミ出し、電球交換等の生活支
援の仕組みを検討中

・地域の心温まる支え愛を深
めるため「心のほっとボックスを
設置
・生活支援の仕組み「ささえ愛
ネット河西」を検討中

「男性の料理教室」の場を活かした、
誰もが話し合いに参加できる場づくり

１－１．我が事・丸ごとのまち創り事業
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北部地区

（河西・速野・中洲）
北公民館内
平成28年10月開所

南部地区

（守山・小津）
エルセンター敷地内
平成31年４月開所

基幹型 地域包括支援センター

すこやかセンター内

センター間の
総合調整
後方支援 等

令和３年４月開設
中部地区

（吉身・玉津）
すこやかセンター２階

１－２．地域包括支援センターの機能強化
～圏域地域包括支援センターの整備、体制の充実～

５

連携
連携

連携

令和３年度から全圏域
（３圏域）で身近に
相談・支援ができる
拠点が運営開始



１－３．ひきこもり支援対策

平成30年度から生活支援相談室に
「ひきこもり専任支援コーディネーター」を配置

滋賀県下初となる具体的な
相談場所・取組内容をとりまとめ、
ひきこもり当事者やご家族に向けて
作成し、民生委員や地区会館等、
様々な施設に約600部を配布

アウトリーチ

ひきこもり支援
コーディネーター

保健師等と訪問

ひきこもり当事者
（全年代を対象）

ひきこもり支援ガイドブックを作成

ガイドブック
QRコード

庁内の関係課で共有できるカルテを作成し、
守山市生活困窮者等自立支援庁内推進会議を開催

“包括的な地域ネットワークによる支援“
関係機関・地域での理解醸成

生活困窮者等の支援体制の構築

守山市生活困窮者等自立支援ネットワーク会議を開催

会議の設置目的

庁内の関係課でカルテを共有し、庁内
推進会議を開催することで、ひきこも
り支援のネットワークを構築する

委員構成
（福祉）政策・保健・児童・発達・障害・
介護、建築、教育、まちづくり、商工、

税の所属長レベル

会議の設置目的
関係機関等が相互に連
携することで、総合的か
つ効果的に支援する体制

を構築する

委員構成
大学教授、社会福祉協議会、法テラ
ス、成年後見センター等の関係機関、
県健康福祉事務所、県立精神保健福

祉センターの関係行政機関

会議の内容を報告することで連携コーディネーターが全体を
コントロールすることで、
成果につなげている

それぞれが互いに補完
し合うことも期待

主体的にひきこもり支援に取り
組む団体で構成

当事者やご家庭がつながるきっ
かけづくりとしても活用
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１－４．こどもの育ちをめぐる現状
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自尊感情 自分にはよいところがあると思いますか（全国学力学習状況調査から）

(%) (%)

中学３年生 小学６年生時の数値 差

Ｈ30年度調査 ７０．４ ７９．７ ▲９．３

Ｒ１年度調査 ７０．０ ８１．７ ▲１１．７

Ｒ２年度調査 ７６．４ ８１．５ ▲５．１

直 近

７

方針作成時

・学年とともに下がる
・国、県より低い

中学３年生の推移（小学６年生時との比較）

（％）
・差が縮小



守山版ネウボラの
推進

効果的な子育て情報
の発信

妊娠期からのシームレ
スな親子教育の推進

幼保小中の一貫し
た教育の推進

こどもの生きる力
（非認知能力）の育成

保健・福祉・教育
が連携した部署横
断的な取組の推進

子ども関連情報
の

集約と活用

専門職の
確保と質の向上

柱１

○子育て世代包括
支援センターの機
能の拡充

○「こどもの育ち連
携」から「全世代
（家族まるごと）相
談支援体制整備」
への発展

柱４

○交流教育

○連続した教育プロ
グラムの構築

柱３

○ICTを活用した情
報発信と相談支
援

柱２

○親子の育ちを促
す交流・学習の場
の充実

こどもの育ち連携の考え方・目的

１－４．こども育ち連携の取組方針（Ｈ30年12月作成）
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１．これまでの取組

２．地域共生社会の実現に向けて
～重層的支援体制整備事業の実施を通じて～

ご説明内容

９



令和２年８月 庁内検討チームの設置（関係課14課：課長級）

９～11月 関係課や関係機関へのヒアリング（21機関）

～11月 庁内検討チームを計４回開催 ⇒ とりまとめ

12月 本部会議（部長級）の設置 ⇒ 来年度の方向性の決定
議会報告

令和３年３月 関連予算の議会承認

４月～ 重層的支援体制整備事業の開始

第１回：令和２年８月28日 プロジェクト・チーム設置の趣旨、改正法の内容等

第２回：令和２年10月14日 包括的相談支援事業、多機関協働事業等の実施方法
第３回：令和２年10月23日 参加支援事業、地域づくり事業等の実施方法
第４回：令和２年11月13日 全体の実施方法について課題と方向性の取りまとめ
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ヒアリングシートを用いて、ケース対応の課題等を聴取。課題解決に向けて議論

２－１．重層的支援体制整備事業の実施に向けた検討過程



１．相談支援体制 ２．地域のつながり

２－２．守山市の課題

• 地域活動等の担い手不足（自治会依存）、

実行力不足

• 青・壮年期の包括的な支援を行う者が不在

• ケースワークに対する職員の関係連携への
負担感

• 複合課題・狭間の問題の顕在化

生活困窮相談件数:Ｒ元 686件 → Ｒ2 1,070件
児童虐待相談件数:R28 259件 → R2 304件
ひきこもり支援者数：H30 50件 → R2 58件

・18歳以上の児童の今後の支援や支
援主体者をどこが担うのか悩ましい、、
・ケースワークで一番大変なことは、関
係機関の協力が得られず孤立化してし
まうこと。ケースを把握しても、うまく連携
できるか不安・・

・地域課題の話し合いはする
けど、具体の取組まで、なかな
か発展しない・・・

• 地域のつながりの希薄化
（マンションの増・転入人口の増など）

• 生活支援相談課を設置し、青壮年期・狭間の課
題への対応を強化。

• 生活支援相談課を中心に、高齢部門・子ども部門
と連携しやすい環境をつくり、家族まるごとの相談
支援体制を構築。

• 新たな活動・社会参加が生まれる場の創出。

• 場の創出を通じた新たな担い手の発掘。
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• 世帯の小規模化・孤立の進行

一世帯あたりの人員数の推移：H25 2.73 → R3 2.51



相談

連携

連携推進員

≪こども（0～18歳）≫ ≪青壮年期（18～64歳）≫ ≪高齢者（65歳～）≫

こどもの育ち連携で対応

生活支援相談課
中心に対応

地域包括支援センター
中心に対応

※障害（発達障害）のある方や精神疾患疑等の方、生活保護の方は、障害福祉課・発達支援課・すこやか生活課・健康福祉政策課とも連携しながら対応

妊婦・乳幼児：すこやか
学校園：学校教育課・

保育幼稚園課
家庭：こども家庭相談課 等

重層的支援会議
（生活支援相談課が運営）

【相談支援体制】

連携が必要な場合

体制強化

２－３．家族まるごとの相談支援体制（包括的支援体制）

• 生活支援相談室を課に改編し、人員体制を強化。

• 関係課に連携推進員を配置し、各分野と連携が必要な場合は、重層的支援会議において、家族全体の支
援方針や役割分担等を決定。

⇒連携しやすい環境を作り、8050問題や不登校等の課題を抱える家庭もまるごとの支援を目指す。

連携推進員 連携推進員

支援

個々人のニーズに沿った支援

居場所づくり 就労支援訪問支援・
伴走支援

など
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新たな活動・社会参加が生まれる場づくり（守山市が考える参加支援事業）

目指す社会

一人ひとりの可能性に着目し、社会の一員として活躍
できる、何度でもチャレンジできる社会

一人の活躍の場をつくるため、人・モノ・カネ・コトが巻き込まれる

地域丸ごと ＝ 地域づくり事業へ

２－４．
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多様な主体による地域活動の展開における出会い・学びのプラットフォーム

福祉サイドからのアプローチ まちづくり・地域創生サイドからのアプローチ

興
味
・関
心
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

個
別
支
援
（相
談
支
援
）

地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た

地
域
づ
く
り

• 個別支援から派生する社会資源
の創出、仕組み・工夫の考案の
促進

• 居場所づくり、生きがいづくり

• 多様な社会参加、社会とのつな
がりづくり

• 多分野・多世代がつながるまちづ
くり

• 社会参加の場の充実（担い手不
足をきっかけとする）

• 共通の興味・関心から生じるつな
がり

• 住みよい地域をつくる

人
・く
ら
し
を
中
心
に
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

出会い・学びの
“プラットフォーム”

厚労省資料を一部改変

持続可能性

共創

社会参加の
きっかけ

多彩な社会参加多彩なコミュニティ

地域づくり
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２．場づくりに向けた課題

３．場づくりまでの過程

ふっと行けて、自立的な運営を行うための
本格的なカフェ&レストランの開設

①人材発掘

• 開設場所の選定
• 開設費用の調達（休眠預金、
空き家補助金など幅広い資金調達）

• 市内の若手左官屋さんたちによる工事
• 提供料理のメニューづくり（リピーターが来る料
理を）

• 料理づくりのオペレーションづくり（ひきこもり
の方等課題を抱えながらも運営を担うオペレー
ション←サポステ受託事業者との協働）

• 担い手教育（「ひきこもり食堂」とひとり親家庭
への宅食プロジェクト）

• 幅広い収益源の確保（移動販売、弁当販売先の
開拓、作業所の商品を高付加価値ある商品へ）

• 福祉の枠組みを超えたまちづくり関係者・地域
住民との関係構築（協働事業者とつなぐ） など

１．活動から見えてきたこと

• いつでも好きな時に行けることが自分の居場所に

• 人は変わる（変われる）
（生活困窮・共働き世帯の増加など）

• 偶然の出会いと対話が「何か」を生み出す

• 福祉とまちづくり双方からのアプローチをコーディ
ネートできる人材が必要

• フードバンクびわ湖の価値の発見

• 事務局長が対話を取り持つ中、新たな活動が
生まれていた。

②事業内容の決定

③開設に向けた取組

• 自立した運営ができる仕組みが必要

• 人生のスタートラインに立つことを応援する場

（社会体験を通じた可能性の拡大など）

• 色んな人が自然に混ざり、対話する場

• いつでも開いていて、ふっと行ける場

• 市役所内・地域住民など人々の理解

「かわいそうな人たちだなぁ」
「福祉とまちづくりは違うだろ」

「いつでも開けるって、人もお金もいるよ」

再縁寺プロジェクトへ！

再縁寺プロジェクト ー自分らしい生き方・支え合い・地域活性化の循環を生み出す場ー
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自分らしい
生き方の実現

支え合いの
再生・創出

地域の活性化

感謝
（対価）

企業・NPO・ボランティアグループ・自治会・農家など

地域のお年寄り、子ども、若者、子育てママ、
ひきこもりなど

こんなんあっ
たらいいなぁ

新しい「つながり」

協働

やってみ
たいなぁ

おもしろそ
うだなぁ

商品を受け取る

色んな人が自然に混ざる・対話する

運
営
を
担
う
（
自
信

や
意
欲
の
醸
成
）

ソーシャル
ファーム 一人ひとりのなりわいづくり

・起業・プロボノ活動・ボランティア
活動・地域活動（住民組織活動）等

社会参加
（担い手）

中間支援

（運営主体）
一般社団法人フードバンクびわ湖
※次年度から新法人による運営予定

（運営日）
月～土 10時～19時 食堂運営
日・祝 地域コミュニティ等への開放

（スタッフ）
ひきこもりの方など就労に困難を抱え
る方 が、必要なサポートを受け、他の
従業員と共に働きます。

（料 金）１食400円～800円
※困窮者等は無償（方法は要検討）

カフェ＆レストラン Ink

いつでも開いてる
ふっと行ける

MORIYAMA TRUE COLOR KITCHEN

再縁寺プロジェクト ー自分らしい生き方・支え合い・地域活性化の循環を生み出す場ー
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２－５．地域共生社会の実現に向けて

１．家族まるごとの相談支援体制の構築
（包括的支援体制）

２．新たな活動・社会参加が生まれる場づくり

安心

つながり

自分
らしさ

人と人がつながり、自分らしく安心して
暮らすことができるまち

【守山市地域共生社会】



重層的支援体制整備事業について（イメージ）

厚生労働省資料を一部改変

じえん

若年者
支援

教育

保健・医療

就労支援

消費者相談

場や居場所の機能

日常の暮らしの中での支え合い

コミュニティ
（サークル活動等）

居場所をはじめとする多様な
場づくり

多分野協働の
プラット
フォーム

農業

観光

まちづくり

環境

居住支援

地域住民

居場所

地方
創生

多文化
共生

相談支援機関B

相談支援機関C

相談支援機関A

重層的支援体制整備事業（全体）

世代や属性を超えた相談
を受け止め、必要な機関
につなぐ

包括的相談支援事業

継続的な伴走によ
る支援

アウトリーチ等を通じ
た継続的支援事業

つながりや参加の支
援。狭間のニーズに
も対応する参加支援
を強化

参加支援事業

地域づくりをコー
ディネート

地域づくり事業

中核の機能を担
い、相談支援関係

者へ
連携・つなぎ

多機関協働事業新

新

新

重層的支援会議

調整
調整

再縁寺

人と人がつながり、自分らしく安心して暮らすことができるまちづくり

Ⅰ 対話からはじまる多彩なコミュニティが生まれるまちづくり
Ⅱ 多彩な社会参加にチャレンジできるまちづくり
Ⅲ 一人ひとりが安心して暮らすことができるまちづくり

第４期守山市地域福祉計画

家族まるごと
の相談支援

多彩な
社会参加

多彩な
コミュニティ

1８

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiQy_KbjMXZAhUMEpQKHZGCAPMQjRx6BAgAEAY&url=http://01.gatag.net/0006870-free-illustraition/&psig=AOvVaw3vn8msKXixC-HVHqrui51e&ust=1519786476589264
http://4.bp.blogspot.com/-_uiP7snuyhA/Us_Ng2k41sI/AAAAAAAAdK8/DBs2ee1iNPo/s800/kaisya_nakayoshi.png
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今後の課題

１．相談支援体制について

２．地域のつながりについて

・ 相談件数が少ない。

・ 重層的支援会議が使われない。

・ 支援検討をするものの具体の支援
までたどり着かない。

• 庁内関係課への訪問相談の実施。

• ケースワークを深める必要。

・ 交流拠点の更なる整備が必要。

・ 活動の伴走支援が必要。

• 事業者が資金や人材を確保する方
策を検討（CF・休眠預金・SIBなど）。

• 中間支援組織？等の検討。



一緒に地域共生社会をつくっていきましょう！


